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－ 3 － 


















































































































































































































































































































































































































































































































































－ 19 － 
布ではなく上衣でなければならず、二着の上衣ではなく一着の上衣でなければならないといっ
た、明確な指向性と定量性とを具えた欲望【45】が、従来考えられてきたように果たして「個別












































































































【 3 】小林［1969］56 頁、小幡［1988］18 頁を参照せよ。 




















－ 23 － 
































－ 24 － 
錯綜性が、言外に示唆されているようにも読めるのである。遊部［1948］、安部［1947］






















































































































（S.365；訳文は、Hardach und Schilling［1980］〔訳〕7-9 頁、によった）。 
【22】マルクスによれば、たとえば 19 世紀中葉のイギリスの壁紙工場では、「粗雑な種類は機




















































－ 29 － 
































































































































































Grundsätze der Volkswirtschaftslehre』が、1871 年の初版刊行直後から最晩年の 1921 年ま
での実に半世紀近くにわたって続行された改訂作業の最終局面に至って、全く新たに「欲
望（Bedürfnis）の理論」の章を書き加えられたことで、メンガー自身書名を『一般理論
経済学 Allgemeine theoretische Wirthschaftslehre』へ改めることも検討せざるをえなかった



































































として名高い Veblen［1899］も、独占資本主義段階（特に 19 世紀末から 20 世紀初頭に
－ 36 － 
掛けてのアメリカ資本主義）における有閑階級（leisure class）の文化的分析という固有
の問題関心に基づいてではあるが、「その美しさのために価値があると考えられる品物の
効用は、その品物の値段が高いということと密接に関連している。‥‥‥金がかかった
美術品と考えられる品物の使用や観賞からひき出される多くの満足感は、多くのばあい、
おおむね美の名のもとにおおわれている高価という感覚の満足感である」（〔訳〕123-125
頁）と論じている。なお、このように趣味的支出の規準を、美的要求と金銭的要求とい
う、本来相互排除的となりうるはずの二重物の統一の上に見出そうとするヴェブレンの
立論に、通常指摘されるダーウィン主義（機械主義的進化論）的な方法との親和性より
も、むしろマルクスにも通底するヘーゲル弁証法との親和性が認められる点については、
佐々木［1967］149-164 頁を参照せよ。また、欧米経済学界におけるヴェブレンの評価
を長らく低いものに止める根因になってきたところの、新古典派経済学の需要理論との
齟齬、およびシュモラーを含む新旧歴史学派との齟齬について、経済思想史的な観点を
交えて掘り下げたものに、Mason［1998］〔訳〕95-106 頁がある。 
【51】Sombart［1913］は、相手をして自発的に契約を結ばせるための暗示、「内面的強制」こ
そが宣伝の本質をなすものとした上で、宣伝をつうじて他人の「関心をまきおこす、信
頼を獲得する、購買欲をめざめさせる」（〔訳〕85 頁）という商人的な気質、および一種
の自己暗示によって富や名誉への飽くなき夢想を抱き、これを「奇跡の観念」（〔訳〕132
頁）として喧伝することで、他人をも熱狂の渦に巻き込んでゆくという投機家（「詩人」）
的な気質を具えた「企業精神」のなかに、資本主義経済の精神的起源を求めている。 
【52】嗜好性の強い消費財などはその一例であろうが、生産財も例外ではない。たとえば、高
度の精密性を要求される部品や機械には、どの程度まで細かい規格を指定するか──市
販品（汎用品）で済ませてよいか、それとも特注品でなければならないか──をめぐっ
て、売り手と買い手との間で事前に意見交換を行っておくことが必要となる。それは、
実体的な「標準化」というよりも、むしろ生産過程の開始時点にまで繰り上げられた形
態的な「標準化」というべきであろう。 
【53】拙稿［2006b］230-233 頁を参照せよ。 
（なお、参考文献については、次号で示す） 
